　　　〇伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合規約

昭和34年11月25日愛媛県指令地第1563号
　（組合の名称）

第１条　本組合は、伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合と称する。

　（組合を組織する地方公共団体）

第２条　本組合は、次に掲げる市町（以下｢組合市町｣という。）を以って組織する。

　　　伊予市、砥部町、松前町

　（組合の共同処理する事務）

第３条　本組合は、次に掲げる事務を共同処理する。

　(1) 老人福祉法（昭和38年法律第133号）に基づく養護老人ホームの設置、管理及び運営に関する事務（伊予市・伊予郡養護老人ホーム和楽園に係るものに限る。）

　(2) 介護保険法（平成９年法律第123号）に基づく指定特定施設入居者生活介護及び指定介護予防特定施設入居者生活介護の事業運営に関する事務
　（組合事務所の位置）

第４条　本組合の事務所は、伊予郡松前町大字大溝96番地１に置く。

　（組合の議会の組織及び議員の選出方法）

第５条　本組合の議会（以下「組合議会」という。）の議員（以下「組合議員」という。）の定数は、９人とし、各組合市町の定数は、次に掲げるとおりとする。

　　　伊予市　２人　　砥部町　３人　　松前町　４人

２　組合議員は、次に掲げる者を以ってこれに充てる。

　(1) 組合市町の議会の議長

　(2) 組合市町の議会において、当該議会の議員のうちから選挙された者

　（組合議員の任期）

第５条の２　組合議員の任期は、前条第２項第１号に該当する者にあってはその職に在任する期間とし、同項第２号に該当する者にあっては当該組合市町の議会の議員の任期とする。

　（議長及び副議長）

第６条　組合議会は、組合議員のうちから、議長及び副議長各１人を選出しなければならない。

２　議長は、組合議会を統括する。

３　議長及び副議長の任期は、組合議員として在任する期間とする。

　（組合の執行機関の組織及び選任方法）

第７条　本組合に組合長１人、副組合長２人、会計管理者１人を置く。

２　組合長は、本組合の施設が所在する組合市町の長を以ってこれに充て、副組合長は、組合長となった者を除く組合市町の長を以ってこれに充てる。

３　会計管理者は、組合長の属する組合市町の会計管理者をもってこれに充てる。

４　組合長及び副組合長の任期は、当該組合市町の長として在任する期間とする。

５　組合長に事故あるとき、又は組合長が欠けたときは、組合長があらかじめ定めた順序により、副組合長がその職務を代理する。

　（職員）

第８条　本組合に必要な職員を置く。

２　前項の職員の定数は条例で定める。

　（監査委員）

第９条　本組合に監査委員２人を置く。

２　監査委員は、組合長が組合議会の同意を得て、組合議員及び識見を有する者のうちから各１人を選任する。

３　監査委員の任期は、組合議員のうちから選任される者にあっては組合議員の任期とし、識見を有する者のうちから選任される者にあっては４年とする。ただし、再任を妨げない。

　（経費の支弁方法）

第10条　本組合の経費は、負担金、補助金、寄附金及びその他の収入をもってこれを支弁する。

２　前項の負担金の総額は、毎年度の予算で定める。

３　前項の負担金の分賦割合は、別に条例で定める。

　　　附　則

　この規約は、組合設立許可の日から施行する。

　　　附　則（昭和44年12月16日）

　この規約は、許可の日から施行する。

　　　附　則（昭和49年４月１日）

　この規約は、知事の許可の日から施行する。

　　　附　則（昭和62年７月１日）

　この規約は、知事の許可の日から施行する。

　　　附　則（平成５年１月21日）

　この規約は、知事の許可の日から施行する。

　　　附　則（平成13年12月28日）

　この規約は、平成14年１月１日から施行する。

　　　附　則（平成16年６月23日）

　この規約は、平成16年10月１日から施行する。

　　　附　則（平成16年12月27日）

　この規約は、平成17年１月１日から施行する。

　　　附　則（平成17年３月30日）

　この規約は、平成17年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成17年７月19日）

　この規約は、知事の許可のあった日から施行する。

　　　附　則（平成19年１月30日）

１　この規約は、平成19年４月１日から施行する。

２　この規約による改正後の規約は、左横書きに改める。この場合において、漢数字はアラビア数字に改める。

　　　附　則（平成22年６月28日）

　この規約は、平成22年７月１日から施行する。
　　　附　則（令和４年４月26日）
　この規約は、令和４年５月１日から施行する。

